
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

・教科及び総合的な学習の時間で地域について学習する小中学校の割合をH29年度小学校100％、中学校100％に向け、H27年度は
小学校100%、中学校80％を目指す。
・H27年度 地域の人が教育活動への支援を行っている高校の割合 48％を目指す。

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標 成果 達成状況

100%

―

合計 0 1,096

高 50.5% 達成 ―

― ― ―

達成―
小　100%
中　 80%

小　100%
中 95.7%

― 高  48%

0

すべての小・中・高校において、長野県の風土を理解し、地域に参加するとともに地域を創生していく「人財」を育成する。

地域について学ぶ機会は小学校、中学校、高校の順で減少している。
教科及び総合的な学習の時間で地域について学習する学校（小学校） 100％
教科及び総合的な学習の時間で地域について学習する学校（中学校） 72％
地域の人が教育活動への支援を行っている学校（高校） 47％

成果目標の達成状況

項目

「信州学」を実施する県
立高校の割合

教科及び総合的な学習の
時間で地域について学習
する学校

地域の人が教育活動への
支援を行っている高等学
校

事業番号 15 05 09 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 「信州学」推進事業費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

２　信州に根ざし世界に通じる人材の育成 実施期間 H26 ～

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

児童生徒が自らが生まれ育った地域を理解し、ふるさとに誇りと愛情を持ち、地域を大切にする心
を育むためには、学校教育での実践を通じ確立していくことが必要であり、県が継続して関与して
いくことが必要である。

課・室 教学指導課

総合５か年
計画
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施策の総合的展開
７－１　子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 検討中

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初） （決算） （当初）

高校における「信州学」の推進 直接

・「信州学」研究委員会の設置（高校）
・「信州学」研究モデル校の設置（高校3校）
（H27年度補正予算は事業未実施、H28年度へ全額繰
越）

0 1,096 0

23,003

合計（A) 0 23,003
―

27年度 28年度

1,154

当初予算

補正予算 1,154 23,003

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

Aの
財源

1,154 24,157

概　算
人件費

1.00 1.00 0.80

0

1,096

6,621

0 0 0 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

長野県の風土を理解し、地域に参加するとともに地域を創生していく「人財」の育成に向けて事業を推進していく。

目標に対
する成果
の状況

・小学校、中学校、高等学校の各段階において目標は達成できた。
・H27年度補正予算は事業未実施、H28年度へ全額繰越。

 概算事業費（B（A）+C） 0 8,258 9,372 29,624

8,258 8,276

事
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予
算
額

前年度繰越

1,154 24,157 23,003
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